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	問1  タービン発電機2台が，経済負荷配分の法則に従って電力を供給している。各発電機ユニットの燃料費と出力限界は以下の通りである。負荷500MWのとき最も経済的なそれぞれの出力とそのときの増分燃料費を求めよ。(計20点)(各5点)

G1:
F1=561000+7920P1+1.562P12  [円/MWh]


150 ( P1 ( 600 [MW]

G2:
F2=310000+7850P1+1.94P22  [円/MWh]


100 ( P2 ( 400 [MW]
	【G1の出力配分】

  267 [MW]

【G2の出力配分】

  233 [MW]

【G1の増分燃料費】

  8754 [円/MWh]

【G2の増分燃料費】

  8754 [円/MWh]

	問2  容量100MWの送電線路が4回線直列に接続されている。特性はすべて同じく，事故確率 6(10-4，平均事故継続時間 0.6 [h]である。この送電線路の構成図，全体の事故確率，平均健全継続時間，期待可能送電電力を求めよ。(計20点)(各5点)
	【構成図】  ○－○－○－○－○

【事故確率】2.4×10-3
【平均健全継続時間】250 [h]

【期待可能送電電力】399.04 [MW]

	問3  潮流計算に関して空欄を埋めよ。  (計15点) (各3点)

潮流計算は，【A】ではなく有効・無効電力値で与えられた負荷に対し，どのような母線電圧を与えるかとともに，電力ネットワークにおける潮流の分布等を検討する際に用いられる。その基本となる式は【B】方程式なので，解を直接得ることができず，収束計算が必要となる。【C】法による解法では恒等式の傾きを使用するため，恒等式の関数が【D】可能であることが必要であるが，収束が早いという利点がある。ここで多変数を【D】すると【E】行列と呼ばれる正方行列となる。
	【A】: インピーダンス(アドミタンス)
【B】: 非線形

【C】: ニュートンラフソン

【D】: 偏微分

【E】: ヤコビアン

	問4  周波数制御に関して空欄を埋めよ。 (計15点) (各3点)

系統周波数を維持することは需要家・供給者双方にとってメリットがあるが，特に【F】の共振を防ぐことが重要であると考えられる。系統周波数を維持するためには各発電機に速度調定率を設定して【G】運転を行うことが第一であるが，大規模系統ではこれに加えて制御性を高めるため，中央給電指令所にて周波数や【H】を測定し，各発電ユニットに出力設定値を指令する。ここで【I】方式は単独または大規模系統に使用されるが，最近【J】電力(会社名)では電力自由化の進展により公平性を保つ立場から制御方式を変更している。
	【F】: タービン翼 (ブレード)

【G】: ガバナフリー

【H】: 連系線潮流

【I】:  FFC (定周波数)

【J】: 関西

	問5  配電系統に関して空欄を埋めよ。 (計15点) (各3点)

配電系統とは，電圧階級6.6kVまたは【K】kV以下の系統を示す。枝状系統のほか，【L】を高めるため環状系統もある。最近ではビル内の配電システムとして【M】配電方式が普及している。これは【N】を使用することにより【L】が極めて高くなる。【N】の特性の1つとして，無電圧投入特性があり，二次側が無電圧であれば自動的に遮断器が投入する。しかし【O】特性があるため，分散電源による逆潮流は不可能である。
	【K】: 20

【L】: 信頼度

【M】: スポットネットワーク

【N】: ネットワークプロテクタ

【O】: 逆電力遮断

	問6  対称座標法に関して空欄を埋めよ。 (計15点) (各3点)

三相回路の電流ベクトル3つが完全に等しいとき，対称座標法上では【P】電流だけが存在する。電流ベクトルの長さが3つともに等しく，向きが互いに120度違う場合は，対称座標法上では【Q】電流または【R】電流のいずれか片方だけが存在するが，どちらとはいえない。ここで三相平衡負荷が接続されていた場合は【Q】電流だけが流れる。3相のうち，1相になにも接続されず，残り2相に単相負荷がある場合は，【Q】電流と【R】電流の角度は必ず【S】度ずれる。このように三相平衡運転状態であっても，単相平衡運転状態であっても，1線地絡時があって初めて生じるのは【T】電流である。
	【P】: 零相

【Q】: 正相

【R】: 逆相

【S】: 60，180，300

※相の選び方によって60 (300) と180のいずれかになるので両方正解とした

【T】: 零相


(以上)

